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丸
山
文
庫
報
告
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
公
開
と
利
用
状
況
（
二
〇
一
八
年
）
渡
辺
浩
・
川
口
雄
一
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
・
公
開
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
ま
で
の
作
業
の
概
要
を
、『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
附
置
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
創
刊
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
各
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
資
料
公
開
と
利
用
状
況
を
記
し
ま
す
。
Ⅰ
資
料
の
公
開
丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
資
料
「「
船
舶
被
害
状
況
調
査
」
第
四
年
第
十
号
ノ
一
〜
四
「
敵
潜
攻
撃
戦
果
旬
報
」
第
五
停
泊
場
司
令
部
文
書
「
船
舶
被
害
並
ニ
敵
船
舶
撃
破
統
計
（
旬
報
）」
作
船
第
四
年
第
旬
」（
資
料
番
号
、
丸
山
眞
男
10
0-2
『
備
忘
録
丸
山
一
等
兵
』（
資
料
番
号
）
の
紙
背
文
書
）
を
公
開
し
ま
し
た
。
0-1
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（http://m
aruyam
abunko.tw
cu.ac.jp/
）
に
て
閲
覧
可
能
で
す
。
archives
そ
の
ほ
か
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
ま
で
に
進
め
た
資
料
の
調
査
・
整
理
の
詳
し
い
情
報
は
、
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
公
開
（
更
新
）
し
て
お
り
ま
す
。
Ⅱ
利
用
状
況
①
資
料
の
閲
覧
・
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
八
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
間
に
、
の
べ
九
人
の
方
が
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
へ
丸
山
文
庫
資
料
の
閲
覧
・
調
査
に
訪
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
、
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
二
二
三
〇
件
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
、
一
三
四
四
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
（
た
だ
し
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
不
具
合
に
よ
り
七
月
〜
一
一
月
の
ア
ク
セ
ス
数
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。
②
丸
山
文
庫
の
見
学
こ
の
間
、
企
画
展
「
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
―
―
丸
山
眞
男
と
加
藤
周
一
か
ら
学
ぶ
」
に
関
連
し
て
、
四
組
の
方
が
丸
山
文
庫
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
― 3 ―
Ⅲ資
料
の
受
け
入
れ
二
〇
一
八
年
、
丸
山
文
庫
へ
以
下
の
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
・
大
隅
和
雄
氏
よ
り
、
丸
山
ゆ
か
里
発
信
書
簡
・
竹
内
裕
子
氏
よ
り
、
竹
内
好
・
照
子
宛
丸
山
眞
男
発
信
書
簡
（
コ
ピ
ー
）
・
得
永
道
子
氏
よ
りH
ans
M
orgenthau,
P
olitics
am
ong
N
ations;
the
（
丸
山
旧
蔵
Struggle
for
P
ow
er
and
P
eace,N
ew
Y
ork:A
.K
nopf,1948.
書
）
・
丸
山
彰
氏
よ
り
、
丸
山
眞
男
肖
像
写
真
資
料
（
す
べ
て
画
像
デ
ー
タ
）
等
Ⅳ
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
協
定
二
〇
一
七
年
度
に
締
結
し
た
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
と
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
学
術
協
力
協
定
の
も
と
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
ま
で
に
以
下
の
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
・
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
会
に
お
け
る
研
究
報
告
（
川
口
雄
一
）
・
企
画
展
「
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
―
―
丸
山
眞
男
と
加
藤
周
一
か
ら
学
ぶ
」
の
開
催
・
企
画
展
「
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
―
―
丸
山
眞
男
と
加
藤
周
一
か
ら
学
ぶ
」
開
催
記
念
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
鷲
巣
力
氏
（
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）・
渡
辺
浩
）
の
開
催
・『
丸
山
眞
男
・
加
藤
周
一
作
品
読
本
』（
企
画
展
開
催
に
伴
う
読
書
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
作
成
・
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
T
w
itter
等
で
の
広
報
・
宣
伝
Ⅴ
そ
の
他
・
二
〇
一
八
年
六
月
九
日
、
東
京
大
学
法
文
一
号
館
二
二
番
教
室
に
て
、
東
京
大
学
校
友
会
／
東
京
大
学
卒
業
生
室
主
催
、
東
京
大
学
出
版
会
共
催
、
い
ち
ご
会
（
丸
山
ゼ
ミ
た
て
の
会
有
志
に
よ
る
会
）・
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
の
後
援
で
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
丸
山
眞
男
の
講
義
―
―
政
治
思
想
史
家
丸
山
眞
男
は
講
義
を
通
し
て
何
を
訴
え
よ
う
と
し
た
か
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』﹇
別
冊
一
﹈﹇
別
冊
二
﹈（
東
京
大
学
出
版
会
）
刊
行
を
機
に
考
え
る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
・
二
〇
一
八
年
六
月
、
岩
波
書
店
よ
り
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
編
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
（
正
統
と
異
端
一
）
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
・
二
〇
一
八
年
七
月
四
日
か
ら
一
二
月
一
日
ま
で
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
と
の
共
催
で
二
〇
一
八
年
度
「
東
女
生
が
挑
む
丸
山
眞
男
展
」（
企
画
展
「
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
―
―
丸
山
眞
男
と
加
藤
周
一
か
ら
学
ぶ
」）
を
開
催
し
ま
し
た
。
・
公
式
T
w
itter
ア
カ
ウ
ン
ト
に
て
、
事
業
や
資
料
な
ど
の
情
報
公
開
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
末
時
点
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
三
五
二
件
で
す
。
― 4 ―
